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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年5月16日(2019.5.16)

【公開番号】特開2018-119141(P2018-119141A)
【公開日】平成30年8月2日(2018.8.2)
【年通号数】公開・登録公報2018-029
【出願番号】特願2018-7523(P2018-7523)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  73/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   73/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月4日(2019.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジアミンに由来する構成単位、ジカルボン酸に由来する構成単位、および、テトラカル
ボン酸二無水物に由来する構成単位を少なくとも有し、２次元ＮＭＲにより測定して９５
％以上のイミド化率を有するポリアミドイミド樹脂Ａを含むフィルム。
【請求項２】
　ジアミンは、式（３）：

【化１】

［式（３）中、Ｘは式（３ｅ’）：
【化２】

〔式（３ｅ’）中、Ｒ１０～Ｒ１７は、それぞれ独立に、水素原子、炭素数１～６のアル
キル基または炭素数６～１２のアリール基を表し、Ｒ１０～Ｒ１７に含まれる水素原子は
、それぞれ独立に、ハロゲン原子で置換されていてもよく、＊は結合手を表す〕
を表す］
で表される少なくとも１種の化合物を含む、請求項１に記載のフィルム。
【請求項３】
　ジカルボン酸は、式（２）：
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【化３】

［式（２）中、Ｚは式（２ａ）または式（２ｂ）
【化４】

〔式（２ａ）および式（２ｂ）中、Ｕ１は、単結合、－Ｏ－、－ＣＨ２－、－ＣＨ２－Ｃ
Ｈ２－、－ＣＨ（ＣＨ３）－、－Ｃ（ＣＨ３）２－、－Ｃ（ＣＦ３）２－、－Ａｒ－、－
ＳＯ２－、－ＣＯ－、－Ｏ－Ａｒ－Ｏ－、－Ａｒ－Ｏ－Ａｒ－、－Ａｒ－ＣＨ２－Ａｒ－
、－Ａｒ－Ｃ（ＣＨ３）２－Ａｒ－または－Ａｒ－ＳＯ２－Ａｒ－を表し、＊は結合手を
表す〕
で表される基を表し、Ｂ１およびＢ２は、それぞれ独立して、ＯＨまたはハロゲン原子を
表す］
で表される少なくとも１種の化合物を含む、請求項１または２に記載のフィルム。
【請求項４】
　テトラカルボン酸二無水物は、式（４）：
【化５】

［式（４）中、Ｙは、式（４ｇ）：
【化６】

〔式（４ｇ）中、Ｗ１は、単結合、－Ｃ（ＣＨ３）２－または－Ｃ（ＣＦ３）２－を表し
、＊は結合手を表す〕
を表す］
で表される少なくとも１種の化合物を含む、請求項１～３のいずれかに記載のフィルム。
【請求項５】
　ポリアミドイミド樹脂Ａはフッ素原子を含む、請求項１～４のいずれかに記載のフィル
ム。
【請求項６】
　３以下のＹＩを有する、請求項１～５のいずれかに記載のフィルム。
【請求項７】
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　４，０００ルクスの照度条件下でＡＳＴＭ　Ｄ　３３６３に従い測定して３Ｂ以上の鉛
筆硬度を有する、請求項１～６のいずれかに記載のフィルム。
【請求項８】
　ジアミンに由来する構成単位、ジカルボン酸に由来する構成単位、および、テトラカル
ボン酸二無水物に由来する構成単位を有し、２次元ＮＭＲにより測定して６０％以上のイ
ミド化率を有するポリアミドイミド樹脂Ｂ、および、溶剤を少なくとも含む、樹脂組成物
。
【請求項９】
　ジアミンは、式（３）：
【化７】

［式（３）中、Ｘは式（３ｅ’）：

【化８】

〔式（３ｅ’）中、Ｒ１０～Ｒ１７は、それぞれ独立に、水素原子、炭素数１～６のアル
キル基または炭素数６～１２のアリール基を表し、Ｒ１０～Ｒ１７に含まれる水素原子は
、それぞれ独立に、ハロゲン原子で置換されていてもよく、＊は結合手を表す〕
を表す］
で表される少なくとも１種の化合物を含む、請求項８に記載の樹脂組成物。
【請求項１０】
　ジカルボン酸は、式（２）：
【化９】

［式（２）中、Ｚは式（２ａ）または式（２ｂ）：
【化１０】

〔式（２ａ）および式（２ｂ）中、Ｕ１は、単結合、－Ｏ－、－ＣＨ２－、－ＣＨ２－Ｃ
Ｈ２－、－ＣＨ（ＣＨ３）－、－Ｃ（ＣＨ３）２－、－Ｃ（ＣＦ３）２－、－Ａｒ－、－
ＳＯ２－、－ＣＯ－、－Ｏ－Ａｒ－Ｏ－、－Ａｒ－Ｏ－Ａｒ－、－Ａｒ－ＣＨ２－Ａｒ－
、－Ａｒ－Ｃ（ＣＨ３）２－Ａｒ－または－Ａｒ－ＳＯ２－Ａｒ－を表し、＊は結合手を
表す〕
で表される基を表し、Ｂ１およびＢ２は、それぞれ独立して、ＯＨまたはハロゲン原子を
表す］
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で表される少なくとも１種の化合物を含む、請求項８または９に記載の樹脂組成物。
【請求項１１】
　テトラカルボン酸二無水物は、式（４）：
【化１１】

［式（４）中、Ｙは、式（４ｇ）：
【化１２】

〔式（４ｇ）中、Ｗ１は、単結合、－Ｃ（ＣＨ３）２－または－Ｃ（ＣＦ３）２－を表し
、＊は結合手を表す〕
を表す］
で表される少なくとも１種の化合物を含む、請求項８～１０のいずれかに記載の樹脂組成
物。
【請求項１２】
　ポリアミドイミド樹脂Ｂはフッ素原子を含む、請求項８～１１のいずれかに記載の樹脂
組成物。
【請求項１３】
　請求項８～１２のいずれかに記載の樹脂組成物の塗膜を乾燥させてなるフィルム。


	header
	written-amendment

